

















To Review Discrimination against the Ainu from the 
Concept, “Social Determinants of Health”
― Toward a Comparative Study on Indigenous Health 












































　この流れの中、₁₉₉₇年 ₇ 月には第 ₄ 回国際健康促進会議で、「₂₁世紀に向
けたヘルス・ プロモーションの 指 導 に 関 するジャカルタ 宣 言（Jakarta 
Declaration on Leading Health Promotion into the ₂₁st Century）」が採択され、「オ
タワ 憲 章」が 再 確 認 されるとともに、「健 康 の 社 会 的 決 定 要 因（Social 
Determinations of Health）」が強調された。また、₂₀₀₅年 ₃ 月には「健康の社





正性の低減（Reducing health inequities through action on the social determinants 
of health）」₂）という 決 議 が 採 択 された。その 後、₂₀₁₁年₁₀月 には、同 じく
WHOの主催でリオデジャネイロにおいて、「健康の社会的決定要因に関する
世界会議」が開催され、「健康の社会的決定要因に関するリオ政治宣言(Rio 








































































































































































































































けられているのであろうか。₂₀₁₅年 ₇ 月に北海道が策定した第 ₃ 次方策の


















































































₁ ）WHO: The Ottawa Charter for Health Promotionで以下のURLを参照。（₂₀₁₆年₁₀月 ₅
日閲覧）
　　http://www.who.int/healthpromoton/conferences/previous/ottawa/en/
₂ ）WHO Document：WHA₆₂.₁₄, ₂₂ May ₂₀₀₉.
₃ ）WHO Document：EB₁₃₂/₁₄ Social determinants of health, p.₁.








₉ ）Carson, B., Dunbar, T., Chenhall, R.D. & Bailie, R. (ed.), "social determinants of 






₁₁）Carson, B., Dunbar, T., Chenhall, R.D. & Bailie, R. (ed.), ibid, pp.xxi-xxii.




₁₄）Carson, B., Dunbar, T., Chenhall, R.D. & Bailie, R. (ed.), ibid, pp.xxiv-xxv.
₁₅）その他に、₁₉₃₄年に制定された「旭川市旧土人保護地処分法」があった。₁₉₉₇年
の「アイヌ文化振興法」制定によって、「北海道旧土人保護法」とともに差別法
として廃止された。
₁₆）アイヌ民族に対する生活相談員がどのような活動をしているかに関しては以下の
報告がある。
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恵泉女学園大学紀要　第29号
　　砂澤嘉代「アイヌのなにが悪い！アイヌ民族差別に関する報告」『部落解放』解放
出版社、第₄₉₃号、₂₀₀₁年₁₁月。
₁₇）但し、北海道北部の断酒会の活動を通してアルコール依存症患者を分析した以下
の論文は、次のように述べている。
　　「身体疾患の重複では、本人・家族を合わせると肝硬変は₂₀人の₁₄.₂％、糖尿病
は₁₉人の₁₃.₅％であった。一方、躁うつ病（うつ病を含む）があると答えたものは、
₃₃人の₂₃.₅％であり、高確率でうつ病を併発していることが明らかになった。ま
た、他の精神疾患と答えたものは、₁₇人の₁₂.₁％おり、躁うつ病（うつ病を含む）
を合わせると、高頻度で何らかの精神疾患を併発していることが明らかになっ
た。」
　　（篠原百合子・伊藤美和・水野芳子・小林美子・安田美弥子「北海道北部地域に
おける断酒会の活動実態と今後の課題」『道北地域研究所年報』（名寄市立大学）、
第₂₈号、₂₀₁₀年、 ₄ 頁。）
₁₈）「健康の社会的決定要因」という概念は、差別問題への関心は薄いが、日本でも保
健社会学や医療社会学に分野では一定の蓄積があると考えられる。例えば、
WHOが₂₀₀₃年に出版した以下の書籍はすでに日本語訳がNPO法人健康都市推進
会議から出版されている。
　　・リチャード・ウィルキンソン＆ミカエル・マーモット『健康の社会的決定要因
（第二版）』高野健人監修・監訳（WHO健康都市研究協力センター、日本健康都
市学会訳）（NPO法人健康都市推進会議）、₂₀₀₄年。
　　　また、日本公衆衛生協会からも「健康格差」をキーワードに以下の出版物があ
る。
　　・近藤克則編『健康の社会的決定要因－疾患と状態別「健康格差」レビュー』日
本公衆衛生協会、₂₀₁₃年。
